日本社会福祉学会　第57回全国大会（2009年10月10-11日:法政大学多摩キャンパス）
ポスターセッション

バークレーだけがＣＩＬじゃない！
自立生活運動は「自己決定が困難なケース」を排除したと言えるのか？
関西学院大学人間福祉学部　　杉野　昭博
１．問題意識
最近は「地域移行」関係で良い研究が多い
たとえば、
寺本晃久・岡部耕輔・末永弘・岩橋誠治著 

『良い支援？―知的障害/自閉の人たちの自立生活と支援』（2008、生活書院） 

スバラシイ！
２．でも、読んでいて一つだけ気になった
「自立生活をしている人たちは、力強く、主体的で、元気に見えた。」　しかし、その一方で、知的障害のある人や自閉の人たちとは「とても大きな溝があるように思えた」（p.49）
著者である寺本晃久は、自分自身の経験に照らしてこのように述べている。そのこと自体を私は疑うわけではない
しかし・・・・・
３．地域移行研究において障害種別による差異を強調する意義はあるのか？
　というのが本報告の問題意識である
寺本らの著作に限らず、地域移行研究において、「身体障害の方は自己決定でいいんですが、知的障害や精神障害の方の場合は、なんでもかんでも自己決定というわけにはいかないんです」という言説が、社会福祉学においては強調されすぎている。
なぜ、障害種別による差異を強調する必要があるのか？
４．「自己決定のジレンマ」問題は、知的障害や自閉や精神障害の専売特許じゃないと思うよ
寺本はピープルファースト支援において「当事者主体」と「支援者主体」との「ジレンマ」を語っているが、このジレンマは1970年代の関西「青い芝の会」運動における「リボン」と「ゴリラ」、さらには「全障連」と「全健協」との間の運動の主体性をめぐる「ジレンマ」とよく似ていると思う。（杉野昭博2007）、（山下幸子2008）参照
５．身体障害の場合でも、本人の意思がいつもはっきりしているわけじゃないし、本人の意思を尊重すればよいというものでもない
気管切開をしている鹿野靖明に、「タバコ買ってきてくれ」と頼まれた介助者は、内心、「言っちゃっていいのかな」と逡巡しながらも、「オレは、なんかそういうのはイヤなんだけど」と鹿野の指示を拒否している。（渡辺一史2003：98-9）
６．介助者と利用者との間にはセクシュアリティをめぐる葛藤が生まれる
アダルトビデオを借りてくることを頼まれたり、オナニーの介助を頼まれた時、多くの介助者は逡巡する。「介助者は手足」と割り切ろうとしても割り切れないものが残る。
一方、利用者の側も、逡巡しながら依頼していることが多い。
（障害者の生と性の研究会1994：58-67）（草山太郎2005）
７．日本の自立生活思想の原点：「闘争＝ふれあい」あるいは「コンフリクトへの自由」

自立生活をする身体障害者と、介助者との関係は、「本人さんがやりたいように、介助者は余計なことは考えず、口をはさまず、ひたすら本人さんの指示どおりに動く」というような単純な関係ではない。
それは、本人の意志と介助者の意志がせめぎあう関係であり、そうした「せめぎあい」を通じてしか、障害者と健常者との「対等な対話」は開かれない。

（横田弘1979:104-5）（岡原正幸1995：143-4）
８．本人と支援者との「せめぎあい」
日本の自立生活運動の現場ではよく知られていること。
知的障害や自閉や精神障害における「見守り」とも、底でつながっている課題。
それでは、なぜ、「自立生活運動には、本人と支援者とのせめぎあいはない」という誤解が広まったのか？
９．２つの原因

「介助者＝手足」論を真に受ける人が多い

　→ 障害者と介助者との激しい「せめぎあい」があったからこそ「介助者は意志のない手足」と宣言しなければ収拾がつかなかった（山下幸子2008：119）

 自立生活運動はバークレーだけと思っている人が多い

　→　障害者個人が介助者を直接雇用
10．アメリカの初期のCILには色々な形態があった：ボストン方式とヒューストン方式

ボストンCIL：地域施設型のCIL

　病院や施設からの「地域移行」を目的

　1983年小山内美智子や鹿野靖明ら「札幌いちご会」の招きでエド・ロング（筋ジス）が来日

ヒューストンCIL：過渡的施設型のCIL

　　在宅自立生活のための短期リハビリ施設

　　レックス・フリーデン（元ＲＩ会長）が設立
（杉野2007：256-7）参照
11．結論：「自己決定の困難」への視点

「自己決定が困難なケース」における支援方法の検討は重要な課題だが、それは障害種別をこえた課題であり、さらには障害の有無にもかかわらない普遍的課題でもある。
身体障害においても「自己決定が困難なケース」があり、それに対応した実践もある～ボストンＣＩＬの若者用のピア・メンター。
本人と支援者との葛藤（せめぎあい）は日本の自立生活運動の伝統である。
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